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はじめに







しかしどちらが ｢自然｣ かと言えば, 区画を整備
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2) 猿
1999 (平成 11) 年 6月, 港区西麻布に山猿が









ず, そのままにはしておかず, 警察, 動物園関係




















けるのに対して, 狸は人の他にも, 物, 建物, 妖
怪, 他の動物などいろいろなものに化けた｡ 昔話





あり, 1871 (明治 4) 年, 浅草寺が拡張のために
近くの雑木林と薮を開墾したところ, 関係者の家
で, つぶてが投げ込まれる, 台所の器物が踊りだ






たところ, ようやく収まったという (田中, 1999)｡
狸囃子は, 深夜にどこからともなく腹を打つ太
鼓の音が聞こえてくるという ｢番町七不思議｣ の












90センチ｡ 狸に似ているが, 爪が長く, 熊のよ
うにかかとを地面につけて歩く哺乳類の動物であ
る｡ ただし, 混同して狸のことを指す場合もある｡
1904 (明治 37) 年の小泉八雲 (ラフカディオ・
ハーン) 『怪談』 の ｢むじな｣ は, 紀伊国坂
























とされる｡ 闇夜の山野の不審な火は ｢狐火｣, こ












































1963 (昭和 38) 年 6月 23日には横浜港にサン
マの大群が押し寄せたが, この際も, 春以来の異
常寒波, 黒潮異変, 沿岸低温異変, 麦大凶作に続
く何かの凶兆かもしれないという噂話が広まって
いる (読売新聞, 1963)｡
1982 (昭和 57) 年 5月 2日には東京港辰巳運
河, 東雲運河, 隅田川などにもサンマの大群が押

















































裸で, 額に角, 口は横に裂けて鋭い牙が生え, 残
虐で人肉を貪り食う｡ 色も日本人にとっては人の






















































5) 少数民族は土蜘蛛, 熊襲, 毛人
実在の少数民族が, 人と動物の境界的存在とさ
れてしまった例もある｡ 『古事記』 には, 神武天
皇東征の際, 尻尾のある人が井戸の中から岩を押
し分けて現れたと書かれ, 『日本書紀』 ｢神武紀｣
には, ｢身短くして手足長し｣ と書かれる ｢土蜘
































出会う人に ｢私きれい？｣ と問い, 肯定すると
｢これでも？｣ と言ってマスクを取って追いかけ
てくる｡ 否定すると, 持っている鎌で襲いかかる｡
100 mを 0.5秒, 3秒あるいは 10秒で走り, 赤い
車に乗っている場合もある｡ 鼈甲飴が好物だがポ

















吠えせず, 糞も散らさずで, 放し飼いとか, 咬み
つく犬となると猛獣扱いである｡
これは理由として合理的だが, 他方で, なぜか








失敗作といった意味で使われ, a sly dog (ずる
いヤツ), Don’t be a dog! (卑怯な真似はよせ)
と馬鹿にされ, lead a dog’s life (惨めに暮らし)






して臭い, 庭を荒らす, 飼い鳥を襲う, 犬に比べ
て知能が低い, わがまま, 身勝手, 主人の言うこ
とを聞こうとしない, 人を馬鹿にした態度が気に
入らない, 鼠, 虫などを捕まえてくるのが嫌, な






















り, 藤原定家の日記 『明月記』 にも, 1233 (天福












り, 講談では ｢鍋島騒動｣, ｢有馬の猫騒動｣, 映





















英語でも pigは大食い, 不潔な人, 欲張り, 頑






1994 (平成 6) 年には肉牛が芝浦埠頭 (港区)
から逃げ出し, 第一京浜国道を横断, 東京タワー










1996 (平成 8) 年には, 大井競馬場 (品川区)
から逃げ出した競走馬が首都高速道路を爆走する
事件が発生した｡ 1月 25日午後, 大田区の首都
高速道路下り線を馬が走っているのが発見され,
首都高速道路公団のモニター画面に映ったのを見
た職員や, ドライバーから 110番通報が殺到, 警
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視庁高速道路交通警察隊の隊員らが追いかけたが,








の逃げ切られ, 全速力で競馬場を 3分の 2周した









未出走戦｣ では大人気となった｡ パドックに ｢首
都高爆走娘｣ と横断幕が掲げられ, ファンからは
｢大井競馬の発展のために頑張れ｣ と声がかかり,
単勝倍率 2.1倍と, 出走馬 11 頭のうち一番人気｡
入場者 3,100 人, 勝馬投票券の総売り上げは約
3,170万円で, 同じ土曜日だった前年 12月に比べ,








































飾ったりもする｡ 鼠, 昆虫, 池の鯉, 金魚など本
来の彼らの習性なら餌にしてしまうものを食べる




































牛, 豚, 馬, 鶏など, 多くの家畜が登場したが,







共生しやすい動物であるし, 牛, 羊は, 群れで生
活するため, 群れごと人が統制しやすい動物であ























































































































そのため政府は, 1871 (明治 4) 年, 明治天皇

























は, 自然界の動物, 植物を徹底的に集め, 切り刻
















ない｡ 漁獲し, 衛生管理を徹底して, 市場を通し
て商品として流通し, 買われ, 切り分け, 皿に載
せ, 醤油やワサビという調味料をつけ, 箸で食べ
る｡ 加えて, 新鮮に保ち, 衛生的においしく食べ
るには様々な工夫がこらされている｡
生肉を食べるイヌイットも, 生きたカリブーに
かぶりつくわけではなく, 捕獲し, 解体し, キャ
ンプに保存し, ナイフで切り分けて食べる｡
生きたままの魚を食べる踊り食いにしても, 漁










































































































































































使とする信仰が, 伊勢, 熊野, 祇園, 三嶋, 厳島,
住吉, 諏訪など各地の神社にある｡
東京都府中市の大国魂神社では 7月 20日にす
もも祭がおこなわれる｡ 源頼義, 義家父子が, 奥






は五穀豊穣, 悪疫防除, 厄除の信仰をもつ ｢から














カラスは祥瑞とされ, 『延喜式』, 青烏, 赤烏,
三足烏が上瑞, 白烏, 蒼烏, 翠烏が中瑞としてい
るが, 三本足の八咫烏は 『古事記』 『日本書紀』
の神武天皇東征の記事にも烏神として登場する｡



































































のは, 平安京の鬼門を守る日吉大社 (大津市) の









さん｣ と呼ばれるが, 桂昌院が崇敬, 城内から市
中に移したもので, ここで授ける土製の親子狸像







































































て帰ってきて, それ以後運が開け, 猫の死後, 回
向院に立派な墓, 猫塚を作ったという｡
小判をくわえてきた猫はほかにもいた｡ 文化年

































自性院 (新宿区) の本尊は, 節分のみ開帳され
る秘仏 ｢猫地蔵尊｣ である｡ 1477 (文明 9) 年頃,















区) の由来には, 寺の繁栄に関して ｢全く猫の恩
に報い福を招き寄篤の霊験によるものにしてこの






























































たが (塚本, 1995), 薬食の場合は, 嫌悪すべき




るようになり, 1832 (天保 3) 年の寺門静軒 『江







てしまう, と書いている｡ また 1867 (慶応 3) 年,






1872 (明治 5) 年に明治天皇が初めて牛肉を試
食したこともあって, 庶民の間でも野獣肉だけで





後松方正義, 山県有朋, といった士族, 大官貴顕
でも乗り出す者が続出した (渡辺, 1988)｡ 1882
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れていたことである｡ 実際 1904 (明治 37) 年,
時事新報は, 102歳の東京の最高齢者を紹介し,














野良犬, 野良猫など, 家畜, ペット以外の動物が
生息していた｡ ところが都市化とともに, そして
大都市であるほどに, こうした動物たちは, 豚,





























険な, 排除すべき存在である｡ それゆえ, 山野に
生息する猿, 狸, 狐などが侵入するとまさに ｢変｣
な ｢事件｣ であり, 気味が悪い, 嫌悪すべきこと
とされるのである｡ さらにカラス, 鼠, ゴキブリ












こうした ｢変｣, ｢気味が悪い｣, といった嫌悪
は, 自然が嫌いな動物である人が, 自然, 野性の

































直接かぶりつくわけではない｡ 料理とは, 海, 川,
山などの空間から特定の動物を収穫し, 命を奪い,
商品, 食品として流通過程を通過させ, それをさ
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